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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶セルの両面に偏光板を固着してなる液晶表示パネルに接合部材をもってパネルヒータ
を取り付けてなる液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造において、
前記パネルヒータを取り付ける側の偏光板の厚さと前記接合部材の厚さとを同一とし、前
記パネルヒータを前記偏光板の外側位置で接合部材を介して液晶セルに固着することによ
り、前記パネルヒータを前記偏光板に密着せしめてなることを特徴とする液晶表示パネル
のパネルヒータ取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パネルヒータを設けた液晶表示パネルに係り、特に、パネルヒータから偏光板
を介しての液晶層への熱伝導性を向上させるのに好適な液晶表示パネルのパネルヒータ取
付構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、液晶表示装置の一種として、液晶表示パネルの偏光板にパネルヒータを取り付け
た構成のものが知られている。
【０００３】
図２は、従来の液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造の要部を示すものであり、液晶表
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示パネル１は、液晶セル２の両面に偏光板３ａ，３ｂを接着剤などで貼着することにより
固着させた構造を有しており、これらの偏光板３ａ，３ｂの図２下方に示す一方の偏光板
３ｂには、パネルヒータ４が両面テープなどからなる接合部材５によって固着することに
より取り付けられている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述した従来の液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造においては、偏光
板３ｂに接合部材５をもってパネルヒータ４が固着されているため、偏光板３ｂとパネル
ヒータ４との間に接合部材５の厚さ分の空間６が形成され、パネルヒータ４が偏光板３ｂ
に密着せず、パネルヒータ４から偏光板３ｂを介しての液晶層への熱伝導性がよくないと
いう問題点があった。
【０００５】
本発明はこれらの点に鑑みてなされたものであり、パネルヒータから偏光板を介しての液
晶層への熱伝導性を向上させることのできる液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造を提
供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
前述した目的を達成するため請求項１に係る本発明の液晶表示パネルのパネルヒータ取付
構造は、パネルヒータを取り付ける側の偏光板の厚さと接合部材の厚さとを同一とし、パ
ネルヒータを偏光板の外側位置で接合部材を介して液晶セルに固着することにより、パネ
ルヒータを偏光板に密着せしめてなることを特徴としている。そして、このような構成を
採用したことにより、パネルヒータを接合部材に固着すると、接合部材の内側に接合部材
と同一厚さの偏光板が位置するので、パネルヒータと偏光板とが確実に密着し、パネルヒ
ータから偏光板を介しての液晶層への熱伝導性を容易かつ確実に向上できる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面に示す実施形態により説明する。
【０００８】
図１は本発明に係る液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造の実施形態を示す概略断面図
である。
【０００９】
図１に示すように、本実施形態の液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造において、液晶
表示パネル１１は、平面ほぼ四角形状に形成された液晶セル１２を有しており、この液晶
セル１２の図１上方に示す上面には、平板状の偏光板１３ａが従来と同様にして図示しな
い接着剤などにより固着されている。また、液晶セル１２の図１下方に示す下面には、平
板状の偏光板１３ｂと接合部材としての両面テープ１４とが配設されている。
【００１０】
後述するパネルヒータ１５を取り付ける側の偏光板１３ｂは、その厚さが両面テープ１４
とほぼ同一、例えば０．３ｍｍ程度に形成されているとともに、その縦横方向の大きさを
あらわすサイズが、少なくとも両面テープ１４の接合幅Ｗの分だけ液晶セル１２のサイズ
（縦横の大きさ）より小さく形成されており、両面テープ１４の配設位置の内側において
液晶セル１２の下面に図示しない接着剤などにより固着されている。
【００１１】
他方の両面テープ１４は、その厚さが、例えば０．３ｍｍ程度に形成されており、液晶セ
ル１２の下面の外周部にほぼ四角枠状にして所定の接合幅Ｗをもって固着されている。
【００１２】
前記液層セル１２の下面には、偏光板１３ｂを間においてほぼ平板状のパネルヒータ１５
が配設されている。このパネルヒータ１５は、液晶セル１２とほぼ同一サイズに形成され
ており、偏光板１３ｂの外側位置で両面テープ１４に貼着することで、液晶セル１２に固
着されている。
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【００１３】
すなわち、本実施形態の液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造は、パネルヒータ１５を
取り付ける側の偏光板１３ｂのサイズを、少なくとも接合部材としての両面テープ１４に
よる接合幅Ｗのサイズだけ液晶セル１２のサイズより小さく形成するとともに、この偏光
板１３ｂの厚さを両面テープ１４の厚さと同一とし、パネルヒータ１５を偏光板１３ｂの
外側位置で両面テープ１４を介して液晶セルに固着する構成となっている。
【００１４】
なお、液晶セル１２の構成は、従来と同様とされており、その詳しい説明は省略する。
【００１５】
つぎに、前述した構成からなる本実施形態の作用について説明する。
【００１６】
図１に示すように、本実施形態の液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造によれば、パネ
ルヒータ１５を取り付ける両面テープ１４の厚さと偏光板１３ｂの厚さとが同一とされて
いるとともに、パネルヒータ１５を取り付ける側の偏光板１３ｂが両面テープ１４の内側
に配設されているため、偏光板１３ｂおよび両面テープ１４のパネルヒータ１５を取り付
ける側の面を、ほぼ同一平面内に位置させることができるので段差が生じない。
【００１７】
したがって、パネルヒータ１５を両面テープ１４に固着すると、両面テープ１４の内側に
両面テープ１４と同一厚さの偏光板１３ｂが位置するので、パネルヒータ１５と偏光板１
３ｂとが確実に密着し、パネルヒータ１５から偏光板１３ｂを介しての液晶層への熱伝導
性を容易かつ確実に向上でき、パネルヒータ１５の消費電力を削減することもできる。
【００１８】
なお、本発明は前記実施形態に限定されるものではなく、必要に応じて種々変更すること
ができる。例えば、接合部材として両面テープを例示したがこれに限定されるものではな
く、パネルヒータを固着することができ、かつ、接合部材の厚みを調整できるものであれ
ば公知の種々の材料が適用できる。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明したように請求項１に係る本発明の液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造によ
れば、パネルヒータを接合部材に固着すると、接合部材の内側に接合部材と同一厚さの偏
光板が位置するので、パネルヒータと偏光板とが確実に密着し、パネルヒータから偏光板
を介しての液晶層への熱伝導性を容易かつ確実に向上できるなどの極めて優れた効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造の要部を示す概略断面図
【図２】　従来の液晶表示パネルのパネルヒータ取付構造の要部を示す概略断面図
【符号の説明】
１１　液晶表示パネル
１２　液晶セル
１３ａ　偏光板
１３ｂ　（パネルヒータを取り付ける側の）偏光板
１４　（接合部材としての）両面テープ
１５　パネルヒータ
Ｗ　接合幅
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【図１】
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